
安
心
安
全

元
気
で
い
き
い
き

暮
ら
せ
る
町

〜
セ
ー
フ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
に
ご
協
力
を
〜

セ
ー
フ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

W
H
O
認
証
取
得
を
目
指
し
て

　二
月
九
日
、
町
は
W
H
O
認
証
セ
ー
フ
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
開
始
宣
言
と
支
援
協
力
依

頼
の
た
め
、
村
井
県
知
事
を
訪
問
し
ま
し
た
。

　席
上
、
平
澤
町
長
は
知
事
に
対
し
「
セ
ー
フ

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
理
念
は
、
自
治
体
と
し
て
目

指
す
姿
と
一
致
す
る
。
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま

で
健
康
で
安
心
安
全
に
住
め
る
理
想
郷
づ
く
り

は
箕
輪
町
の
目
指
す
べ
き
姿
で
あ
る
の
で
、
県

と
し
て
も
全
面
的
に
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
欲
し

い
」
と
要
請
し
ま
し
た
。

　そ
れ
に
対
し
、
村
井
知
事
は
「
県
と
し
て
も

全
面
的
に
支
援
し
た
い
。
箕
輪
町
が
認
証
さ
れ

れ
ば
長
野
県
の
売
り
に
な
る
。
是
非
成
功
さ
せ

て
欲
し
い
」
と
応
じ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　セ
ー
フ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
起
こ
り
は
、

一
九
七
〇
年
代
に
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
で
医
療
費
拡

大
防
止
の
国
策
が
効
果
を
上
げ
た
こ
と
で
、

W
H
O
（
世
界
保
健
機
関
）
が
こ
れ
を
評
価
し
、

同
様
の
活
動
で
世
界
基
準
を
満
た
し
た
取
り
組

み
を
し
て
い
る
自
治
体
に
対
し
て
、
W
H
O
よ

り
世
界
的
基
準
に
基
づ
く
認
証
が
与
え
ら
れ
る

こ
と
と
な
っ
た
の
が
は
じ
ま
り
で
す
。

　セ
ー
フ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
は
、
直
訳
す
る
と

「
安
全
な
地
域
」
と
い
う
意
味
で
す
が
、
事
故

や
け
が
は
偶
然
起
こ
る
の
で
は
な
く
、「
予
防

で
き
る
」
と
い
う
考
え
の
も
と
、
行
政
や
警
察

を
は
じ
め
、
学
校
、
家
庭
、
地
域
住
民
す
べ
て

が
連
携
・
協
働
し
て
、
健
康
で
安
心
安
全
に
暮

ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
取
り
組
み
で

す
。
わ
か
り
や
す
く
言
え
ば「
転
ば
ぬ
先
の
杖
」

と
い
っ
た
と
こ
ろ
で
、
事
故
や
ケ
ガ
を
起
き
る

前
に
防
い
で
い
こ
う
と
い
う
取
り
組
み
で
す
。

　ま
た
こ
の
取
り
組
み
は
、
防
犯
や
交
通
安
全

だ
け
で
は
な
く
、
自
殺
や
薬
物
中
毒
、
病
気
な

ど
、
安
全
な
暮
ら
し
を
脅
か
す
す
べ
て
の
こ
と

を
対
象
に
し
て
い
ま
す
。

　セ
ー
フ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
認
証
は
、
現
在
世

界
二
十
七
ヵ
国
百
七
十
七
都
市
が
取
得
し
て
お

り
、
町
は
日
本
で
四
番
目
の
認
証
取
得
を
目
指

し
て
い
ま
す
。
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身
近
な
こ
と
が

セ
ー
フ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
に

つ
な
が
っ
て
い
ま
す

交通少年団の
交通事故防止活動
「レター作戦」

通学安全パトロール隊の
「子どもを守るパトロール活動」

消防団の「火災予防活動」

消防署による「AED講習会」

心身ともに健康な子どもを育成する
「運動あそび」

長寿のまちづくり
「健康アカデミー」

自殺予防の活動
「命の大切さ、こころの健康づくり講演会」

交通安全協会の
「交通安全活動」

セーフコミュニティは

　町
で
は
、
こ
れ
ま
で
に
も
安
心
で
安
全

な
住
み
よ
い
町
の
実
現
に
向
け
、
さ
ま
ざ

ま
な
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を
行
な
っ
て
い

ま
す
。

　た
と
え
ば
、
交
通
安
全
協
会
や
交
通
少

年
団
の
皆
さ
ん
の
啓
発
活
動
に
よ
り
、
町

内
の
交
通
事
故
に
よ
る
死
亡
者
ゼ
ロ
は
千

日
を
超
え
ま
し
た
。
ま
た
、
地
域
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
に
よ
る
、児
童
の
登
下
校
時
の
「
通

学
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
」
や
、
消
防
団
の

火
災
予
防
活
動
も
そ
の
一
つ
で
す
。

　さ
ら
に
町
の
特
徴
的
な
取
り
組
み
と
し

て
、
保
育
園
児
や
小
学
校
一
、
二
年
生
を

対
象
と
し
た
、
心
身
と
も
に
健
康
な
子
ど

も
を
育
成
す
る
「
運
動
あ
そ
び
」
や
、
熟

年
層
の
総
合
的
な
健
康
を
サ
ポ
ー
ト
す
る

「
み
の
わ
健
康
ア
カ
デ
ミ
ー
」
な
ど
が
あ

り
ま
す
。

　セ
ー
フ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
は
こ
れ
ら
の
今

ま
で
の
活
動
に
「
デ
ー
タ
分
析
と
予
防
対

策
」
と
い
う
考
え
を
加
え
、
よ
り
強
力
に

活
動
を
推
進
し
ま
す
。

これまで行ってきた
セーフコミュニティ活動例えば子どものケガを例にとると…

最近の子どものケガを調査すると、全国的に
手をつかずに顔から転ぶなど、大きなケガを
する子どもが増えている傾向にあるようです。

平成16年度は町が保育園全園で「運動あそび」を始めた年
であり、「運動あそび」の活動により、子どもたちの運動能
力が向上し、大きなケガをしにくくなっていることがわか
りました。

このようにデータ分析をすると今までわからなかった
様々なことがわかってきます。そして分析に基づく予
防活動が重要であることもわかります。

セーフコミュニティに取り組むにあたり、町の保育園にお
けるケガの発生率を分析したところ、保育園児の数は毎年
ほとんど変化していませんが、平成16年度を境にケガの発
生率が少なくなっていることがわかりました。
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Ｐ　「平日の昼間は忙しくて時間がとれない」という方はいませんか？便利なコン
ビニ収納で休日や夜間でも町の税金や各種料金を納めることができます。なお、
従来どおりの納付方法（各金融機関及び役場窓口）もご利用いただけます。

コンビニで納められる税金や各種料金
町県民税、固定資産税、軽自動車税、
国民健康保険税
水道料、下水道使用料、保育料、住宅料

コンビニで納められないケース

上記の場合は、銀行などの金融機関で納めてください。

利用できるコンビニエンスストア

町では、平成 22年 4月から税金や水道料などの料金を
コンビニで納めることができるサービスを開始します。

税　　金

各種料金
セブンーイレブン・ローソン・サンクス
ファミリーマート・デーリーヤマザキ
サークルK・ヤマザキデイリーストアー
ミニストップ、セーブオン、エーエム・ピーエム
MMK設置店、ポプラ、ココストア、エブリワン
コミュニティ・ストア、スリーエフ、タイエー
セイコーマート、スパー北海道、くらしハウス
スリーエイト、生活彩家、ハセガワストア

ご注意
・納付書 1枚あたりの金額が 30万円を超えるもの
・金額等の訂正があるもの
・バーコードの印刷がないもの
・バーコードの読取ができないもの

　町では、平成22年4月1日から市街地コースについて、路線を拡大し運行します。新路線は、木下公民館前→箕輪橋
→ゆとり荘前→新箕輪橋を渡って町道を南下→綿半→ベルシャイン箕輪店→上伊那生協病院方面に運行します（図1）。
また、十沢線入口信号から松島駅、役場、JA箕輪町支所方面の運行を取りやめ、直接伊那バス（株）箕輪営業所に直行
します（図2）。役場にご用の方は、「箕輪町役場入口」バス停で下車してください。

　なお、新しいバス停は、ゆとり荘・みのわ園前、綿半スーパーセ
ンター箕輪店前、ベルシャイン箕輪店前を予定しています。東、南、
西コースについては、変更はありません。
　また、現在臨時バス停扱いになっている伊北クリニック前につい
ては、正式なバス停になります。多くの皆様のご利用をお待ちして
います。 住民環境課 ☎79-3111問合せ先

みのちゃんバス市街地コースの路線拡大

（図1） （図2）

：既存ルート

：新規ルート

：既存ルート

：新規ルート
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　ま
た
近
年
で
は
、
自
殺
も
全
国
的
に
問
題
に

な
り
、
自
殺
防
止
に
も
積
極
的
に
取
り
組
む
必

要
が
あ
り
ま
す
。
セ
ー
フ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動

は
、
大
切
な
「
い
の
ち
」
を
守
り
、
よ
り
安
心

で
安
全
な
町
を
築
い
て
い
く
た
め
の
第
一
歩
で

す
。　W

H
O
認
証
取
得
に
は
、
こ
の
活
動
に
対
し

二
年
半
ほ
ど
の
取
り
組
み
期
間
が
必
要
で
す
。

ま
た
、
県
内
で
も
箕
輪
町
が
初
の
モ
デ
ル
的
な

取
り
組
み
と
も
い
え
ま
す
。
住
民
の
皆
さ
ま
の

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　こ
の
よ
う
に
、
町
で
は
す
で
に
実
施
さ
れ

て
い
る
活
動
に
、「
い
の
ち
を
守
る
た
め
の

予
防
」
を
重
視
し
た
セ
ー
フ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

活
動
の
理
念
を
取
り
入
れ
、
情
報
の
共
有
や

連
携
を
さ
ら
に
深
め
て
い
き
た
い
と
考
え

ま
す
。

　二
月
二
十
日
に
は
、
町
の
安
心
安
全
な
ま

ち
づ
く
り
に
関
わ
る
七
十
以
上
の
各
団
体

が
参
加
し
、『
箕
輪
町
セ
ー
フ
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
推
進
協
議
会
』
が
発
足
さ
れ
ま
し
た
。

こ
こ
で
は
、
地
域
全
体
の
情
報
の
共
有
化
を

図
り
な
が
ら
、
個
別
な
問
題
ご
と
の
作
業
部

会
を
設
置
し
、
デ
ー
タ
分
析
や
評
価
を
行
っ

て
い
き
ま
す
。

　こ
う
し
た
取
り
組
み
に
よ
り
、
さ
ま
ざ
ま

な
分
野
で
危
険
防
止
・
予
防
の
ほ
か
、
経
費

や
コ
ス
ト
の
削
減
な
ど
に
も
つ
な
が
っ
て

い
き
ま
す
。

セ
ー
フ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
で

期
待
さ
れ
る
効
果

セーフコミュニティ活動で期待される効果

①国際的な評価を得ることで、安心安全な町の意識が一層高まり、町のイメージアップにつながる。

②具体的な危険要因とそれに対する対策の効果を客観的に把握できる。

③地域、ボランティア団体、行政などが情報を共有し、信頼と絆の強化がはかれる。

④事件・事故の予防活動により、外傷などが減少し、医療・介護の財源が削減できる。

セーフコミュニティ推進体制

外傷予防委員会
（医師・救急救命・
　消防署・大学など）

箕輪町
セーフコミュニティ

推進協議会

【プログラム実施決定】

連携・情報
の収集提供

連携・情報
の収集提供

連携・情報
の収集提供

タスクフォース
（対策委員会）

箕輪町
セーフコミュニティ

検討委員会

箕輪町
セーフコミュニティ

作業部会
（町・行政など）

交通安全・子どもの安全
高齢者の安全・職場の安全
公共の場の安全など
個別に対策を行います

区、各種団体など

（交通安全協会・消防団
通学パトロール隊など）

①コミュニティにおいて安全の向上を担う団体・組織などによる分
野の垣根を越えたパートナーシップと協働、運営にもとづく基盤
の整備がされている

②性別・年齢・あらゆる環境・状況をカバーした長期かつ持続可
能なプログラムの実施

③ハイリスクのグループや環境を対象としたプログラム及び弱者グ
ループの安全の向上を図るためのプログラムを実施する

④外傷の頻度や原因などを記録するプログラムがある
⑤プログラム、プロセス、変化による影響をアセスメントするため
の評価指標がある

⑥国際・国内のセーフコミュニティネットワークへの継続的な参加

セーフコミュニティ世界基準6指標
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